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畑癒地域で理解灘め
一 爾 区 ―

一趣
漏
繭
西
療
顧
議
案
綱
、
慶
管
餞
あ
る
区
づ
く
り
事

業
」
の

一
環
で
、
議
知
症
の
予
防
や
早
期
発
見
の

大
切
大
弟
澤
罠
ビ
理
解
し
て
も
う
ユ
璧
讐
薫
響
」

取
り
組
ん
で
い
る
。本
年
度
か
ら
始
め
た
試
み
で
、

区
民
向
け
の
無
料
の
検
査
や
セ
ミ
ナ
ー
を
実
難
し

て
い
る
。
数
年
後
に
は
“
歳
以
上
の
国
民
の
５
人

に
■
人
が
な
る
こ
言
わ
れ
る
議
知
痙
。
中
高
年
を

対
象
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

認
知
療
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
力
を
注
ぐ
。

西
区
の
小
針
彎
由
公
民
館
で
２

・是

雪

豊

ミ

ナ
ー
。
管
理
榮
養
士
や
理
学
ｏ
作

察
℃
　
業
療
法
士
な
が
轟
節
を
務
め
，
１３

汗

黛
報
輝
一璽
環
し 要

菫
が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
医

一種
曇
早
か
ら
、
地
域
全
体
で
認
知

症
に
対
す
る
意
識
を
醸
成
す
る
た

め
に
、
行
政
が
事
業
に
乗
り
出
す

の
は
意
義
が
あ
る
と
の
働
言
が
あ

っ
た
。

西
区
で
は
２
０
２
２
年
度
、
認

知
症
予
防
の
関
連
暑
難
ほ
２
９
り

万
円
を
計
上
。
態
年
度
よ
り
２
２

ｏ
方
鴻
多

ζ
卓
薔
環
議
震
し
た
。

検
査
と
予
防
セ
ミ
ナ
ー
の
事
業
は

県
厚
生
連
の
新
潟
順
震
セ
ン
タ
ー

会
鱗
挙
全
彗
３
）
に
一舞
藤
レ
た
。

検
査
は
来
年
３
月
末
ま
で
に
６５

歳
以
上
に
な
る
区
民
が
対
象
で
、

新
潟
医
療
セ
ン
タ
ー
で
受
け
ら
れ

る
。
計
鷺
鍮
量
第
参
レ
懸
撃
え
て
点

数
を
付
け
、
認
知
症
の
鍵
い
を
採

る
。
公
民
館
な
ど
で
開
く
セ
ミ
ナ

ー
は
区
民
以
外
で

も
受
講
で
き

る
。
い
ず
れ
も
無
料
で
、
検
養
の

受
け
付
け
は
来
年
２
月
末
ま
で
。

藤
量
彊
曇
鰊
議
Ｅ
参
９
」
、

本
年
度
は
検
査
に
■
３
５
人
、
セ

ミ
ナ
ー
に
は
■
３
２
人
が
参
加
し

た

（２
日
現
在
）
。

田
中
美
友
紀
譲
長
は

「
『自
分

は
ま
だ
大
文
夫
雹
鮮
興
が
怖
い
』

な
ど
、
議
知
症
検
査
の
ハ
ー
ド
ル

は
高
い
」
と
し
た
上
で
、
「認
知

症
は
予
防
で
き
、
早
期
発
見
で
進

行
を
通
ら
せ
る
こ
・こ
が
で
き
る
「

今
後
も
啓
発
活
動
に
力
を
入
れ
た

い
」
と
話
し
た
。

夫
婦
で
講
れ
た
撻
爵
葦
さ
ん

命
↓
は
、
い
ざ
と
い
・つ
時
の
心
の

準
備
を
し
よ
う
と
受
講
し
た
。
「認

知
症
に
な
る
か
ど
う
か
、
な
る
よ

う
に
し
か
な
ら
な
い
な
撻
思
う
。

で
も
、
予
防
に
な
る
運
動
は
こ
れ

か
ら
も
続
け
た
い
。
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
て
よ
か

っ
た
」
と
笑
顔
を
見

せ
た
。

西
区
の
啓
発
事
業
で
は
こ
れ
ま


